〔原著）子どもの「みんなとなかよく」の意識に関する検討 by 高橋 智子 et al.





A study of children's consciousness on "everyone get along" 






























































































































































































































































































































































対象 具体的な重要な語り、 it1,1すぺき語句（アンダーラインで記す） 回答から抽出される内容
5歳児が．自分たちの中でも 何かあるとそういう感じの言業が出ていて． 5歳児では「なかよく」と
「そこ，なかよくしないよ」とか「付哨り早くしなよ」というような感じ 使う場而がみられる。し
A先生 で， トラプルがあった時に自分たちで解決するような時に使っていたりな かし．年齢が小さくなくんてことは， 5歳見なんかでは凶られたりしますねQ 1歳児だと 女の子 と はとんど見られなく
がちらはらという感じですかね。 3歳児に関しては「なかよく 1という言 なる。
策はあまり使わないe
子きどもたちの関わりの中でも 「なかよくしなきゃしヽけなし‘んだよ」と．大 H常的に．年齢の上の子
B先生 い子が小さし、子に言っている粉がみられます。例えば. I堕嘩0)シーンな どもが同年齢や下の年齢んかをみる と「なかよくだよ-1と介かitは， よく閉きますね。小さし、子 の子どもに「なかよく 」と
に言ったり． 同じ年の子にいった りしてし辺。 声掛けをしてし Iる。
「みんななかよく」とは 3歳児はあまり出て来ないんです（ナど．同じように 3歳児ではあまり典似
声掛けはしてたりするので真似してもいいんですけど やはり上(-なる をすることはない。年齢
iる-一つと．れ取て. どこまでの理解かはわからないけれども. f吏っている場面をみ が上がるにつれて呉似を
A先生 り合ってケンカして時に．「仲匝りしてなかよくしなよ. =人」 するようになる。「 1~ し
としヽうところが見られたりする。小さい子だと おもちゃの姪し借りとか て」の代わりに．「なかよ
で 欲しいだけ0)一方的なことなのに 貸してということが言えなくて くでしょ」などと使う子
「なかよくでしょ Iと言って應ろうとしたりする。 どももいる。
上のIがいうから だんだん逃似して使っている感じがする。 3歳0)子で 大人の真似だけではなく
B先生 も理解している子はしている。「あっ．あーいう時に使うんだな」と上を見 子ども同士でも真似をすて使っている。また，それを言ったりしている。入った時の．環境による る。 3歳でも理陪して
のかもし i し なし'~ 使っている子はしヽる.,
積極的な感じの子の方が．言ってるような印象がありますね。たぷk. こ 「なかよく」とし＼う言薬が




B先生 「あー 百っているなぁ」と思ったら．「なかよくだよ」と女の子ほどでぱ かよく」と使っているこ
ないが男の子も気にする子はいう時がある。女の子の場合は．ごっご避 とがある。
ぴの延長で，公＇•生役だったり 子ども役方ったりとしヽうのがあって(」
「なかよく」という言策に関しては 朝きて (j呆育所に）遊んでおいでと 1家庭によっては 日栴的
し‘つておいてし、かれる，親もしヽますし 「お友だちとなかよく速んできて に言われてしヽる可能性が




もが そのお迎えに気づいていなくて その時に他の子とケンカをしてい て 日常的に言われてい




し、う よりは． 「なかよく 1と言った方が優し し、感じはするかなと，， 伝える時 ボジテイプが意味を付与
A先生． に， 「これで遊ぶときにケンカしなし＼でね 1 というよりは「これて遊ぷか しており ポジテイプな










王ぅがしヽ る ど，積極的にあまり しヽ！ナなしヽ とし＼うか讐 ・自分からしヽこ （一人でし Iること）への不
としなかったり。この点では，「みんなとなかよく」としヽうか溝と遍いなう状く安がある，9




毎日 楽しいと来てくれるようなこと 今日何やるのかなと楽しみにして クラスという躾団を考え




B 先 ~lこ てはししヽなとは思しヽますね。 Ilってる化がず・っと困ってし＼る状態では あ t了・服りを大切にする
まりし I¥,ヽ気持はしなしヽと思．うので．． 
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と公立中学校 1 校の 1~3 年生90名（男子45
名女性45名：平均年齢13.47歳. SD=0.95: 1 
年生29名， 2年生29名， 3年生32名）。

























































































































57.1 %. 「そう息う」が30.5%, 「あまり息わな
しヽ 」が5.7%, 「ぜんぜん息わなしヽ」が1.0%. ,fil, 
回答が5.7%であった。「とてもそう息う」と「そ








小学生 (N=105) 中学生 (N=90)
件数 ％ 件数 ％ 
41 (31.3) 20 (15.4) 
18 03.7) 27 (20.7) 
Ut閉叶10)人 15 (11.5) 
骨=:1甜I.学校 1 (8.4) 
家族 7 (5.3) 
場を共イiしている人 6 (4.6) 









































小学生 (.N=105) 中学．生 (N=90)
付:数 % 1'! ・数 ％ 
25 (24.3) 35 (30.9) 
みんなで遊ふこと 16 (15.5) 7 (6.1) 
Iヽt-J. 且力!tfし' 24 (23.3) 7 ( 6.1) 
楽しく過ごすこと 10 (9.7) 18 (16.0) 
し;じめをしなし、 7 (6 .8) 5 (4 .4) 
友達と仲良くする 6 (5.8) 7 (6.1) 
コミ :1ニケーンョン i乱をする I 5 (4.9) 6 (5.3) 
見1，し＼やり 3 (2.9) 8 (7.1) 
叶：を深める 3 (2.9) 







2 (1.9) 2 (1.7) 
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